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○１０月２７日「認知症研修会」報告

日頃より本会の活動にご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。

皆さまにおかれましては、新型コロナウイルス対策とLIFE等の介護報酬改定にともなう業務により、

日々奮闘されている事とお察し申し上げます。

さて、通所連絡会では、認知症研修を１０月２７日にNPOセンター大船にて開催いたしました。

今回はONLINEと対面のハイブリッド型での実施となり、初めての試みでした。

前回に好評だった認知症研修の講師を担当していただいた神田先生に、今回も来ていただき認知症の

方とのかかわり方、関係性の作り方について学ぶことができました。

前回にも触れましたが、私たちはどうしても認知症の方と関わる

ときに、「～な人はどうすればよいのか」「～な認知症の人への対

応の仕方はどうするのか」といったテクニックやマニュアルに陥り

がちです。認知症の向こうにあるその人自身、その人個人をしっか

りと見ることで、ひとりひとりに寄り添っていくことが認知症の方

との関係性を作ることができ、信頼関係を築くことにより適切なケ

アにつながることが研修を通して学ぶことができました。

お忙しい中でご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

研修会担当 元氣ジム大船 田中 亮

〇実際に見かける事の多い契約時あるあるコーナー

「重要事項説明書等、契約書類の内容に曖昧な点はありませんか？」

一般的に重要事項説明書には、細かい規定や料金が記載されています。

あくまでも、その記載通りに運営するのが基本なのですが、キャンセル料やオムツ代等、

ご利用者様のためだと思って「書いてはありますが、もらっていません」ということは

ありませんか？

かえってその好意が混乱を招き、ケアマネさんを巻き込んだトラブルに発展してし

まうケースも少なくありません。

好意的な内容であっても、記載されていることは変更せずに徴収し、もし、内容に変更

があるのなら、重要事項説明書の中身を変更するのがお互いにとって良い対応ではないでしょうか？

誰がどの立場から読んでも一目瞭然で、同じ認識を共有できるということが大切だと思います。

-----------------------------------------------------------------------------------------------

○次回通所系研修会「レクリエーションを学ぶ」

日時：令和４年２月９日（水）１８：３０～２０：３０

講師：レクリエーショントレーナー 三瓶あづさ 氏

鎌倉市通所系事業者連絡会では、来年２月に現地からオンライン配信を行う

ハイブリッド研修会を予定しています。是非ご参加下さい！

某ケアマネさん

からのご指摘！



○新型コロナウイルス予防対策コーナー

「施設備品は、こまめに交換していますか？」

最近は新型コロナウイルス感染者数が少なくなってきましたが、まだまだ油断

はできません。施設内の備品等は、しっかり消毒、交換をしていますか？

昼食の食器コップ等とは違い、口腔ケアなどに使用するコップは、すすぎ程度

だからと気を緩め、共有コップが洗面台に置かれていませんか？

口腔ケア時に使用するコップは、ご利用者様にご持参いただくか、紙コップを

使用しましょう。

静養室のシーツ類、枕カバーは毎回交換していますか？静養室と言っても、大

型施設でない限りベッド数は少なく、ベッドを順番に使用している事業所は多

くあると思います。

感染予防のため、シーツ類、枕カバーの交換、及びベッド柵や手に触れるベッ

ドフレームの消毒は、ご利用者様が変わる事に、こまめに行いましょう。

◆鎌倉通所系事業者連絡会 LINE OPENCHAT

鎌倉通所系事者連絡会のLINE OPENCHATを作りました！

通所系事業者の仲間どうしで鎌倉各所のリアルタイムな渋滞情報、積雪

情報、花の開花情報や、分からないことを質問したりと役立つ情報のや

り取りをするOPENCHATです。

左のQRコードを取り込むと登録画面が出ますので、事業所名と名前を

登録すれば参加できます♪

OPENCHATからは参加者のタイムライン等、個人情報を見ることは

出来ません。是非お気軽に参加して下さい♪

かまくら地域介護支援機構 通所のひろば

https://kamashien.com/visit_care_plaza/

「担当者会議や契約等、ご利用者様宅にお邪魔する時の装備品は対策できていますか？」

コロナ感染が少し落ち着き、担当者会議等が再開されるケースもでてきたのではないでしょうか？

もちろんご利用者様宅の訪問時も感染対策は必須で、不織布マスク（布マスクはNG）

着用は徹底し、アルコール消毒液のミニボトル等を持参されている事業所さんも

少なくありません。そんな中、目に付くのが、話しているとだんだんマスクが下がって

きてしまい、マスク表面を摘まんで下がったマスクを直す職員の方をたまにお見掛けし

ます。私たちでも気になるくらいですから、ご家族やケアマネさんも恐らく気になられ

ていますよね・・・

ご存じの通り、マスクの表面はコロナウイルスを含めた雑菌付着の可能性があるため、

触ってしまうと感染リスクを高めてしまいます。

現在は、支給されている不織布マスクを使用されている事業所の方も多くいらっしゃる

とは思いますが、自分に合ったサイズのマスクを選び、落ちてこないようノーズフィット

ワイヤーでしっかり鼻背部に固定をし、快適な会議に臨みましょう。

かまくら地域介護支援機構 ℡：0467-46-0788


